
          

ユニセフ講座のご案内                               

  ルワンダから学ぶ  

大切なもの ～命・平和・教育～ 

戦争で心身共に傷ついたアフリカ ルワンダの子どもたちに学校教育を支援するために、日本とルワンダ

を行き来しボランティア活動をしている NPO 法人「ルワンダの教育を考える会」理事長永遠瑠・マリール

イズさんの講演と交流です。 

世界の子どもたちの状況を知り、私たちにできる国際協力についてご一緒に考えてみませんか。 

 

日  時： 2017 年 7 月 29 日（土）10:30～13:00 

会 場： いわて県民情報交流センター 「アイーナ」 

            6 階 団体活動室 1  

定 員： 50 名 (先着順)    入場：無料  

会場では、ルワンダを理解していただくための写真展と、 

民芸品、ルワンダのコーヒー・紅茶などの販売もあります。 

ルワンダの子どもたちが作ったカード(バナナの木の皮や野草の押 

し花など手作り品)を購入すると、ルワンダの学校建設にご協力い 

ただくことになります。 

永遠瑠
ト ワ リ

・マリールイズさん プロフィール   

 コンゴ生まれ。ルワンダで洋裁教師をし、1993 年 5 月      

青年海外協力隊カウンターパートナーとして福島文化学園で研修。 

1994 年 2 月ルワンダ帰国。4 月 7 日内戦ぼっ発。コンゴ民主共 

和国難民キャンプに逃げる。 

1994 年 12 月家族で再来日し、研修生時代の友人の尽力で NPO 

法人「ルワンダの教育を考える会」を立ち上げ、ルワンダ共和国の 

首都キガリ市内に学校設立。 

命の尊さ、教育の大切さを訴える活動で全国を駆け回っている。 

 2011 年 3 月、東日本大震災で被災、原発事故を経験。 

以後、避難所、仮設住宅でのボランティア活動。 

                            

 

申込み・問い合わせ 岩手県ユニセフ協会 

          〒020-0690 滝沢市土沢 220-3  いわて生協本部 2 階 

             TEL019-687-4460 FAX019-687-4491  E-mail: sn.iunicef_iwate@todock.jp 

主催: 岩手県ユニセフ協会    共催(独)国際協力機構(JICA)東北支部 

ルワンダ共和国 
首 都 キガリ 

人   口 1137万 0425 人（2011/7推計） 

平均寿命 58.02歳（2011 推計） 

民    族   バンツー系フツ族 84％ 

ナイル系ツチ族 15％ 

ピグミー系トワ族 1％ 

言  語 キニヤルワンダ語，仏語， 

英語（以上公用語），スワヒリ語 

宗  教 カトリック 65％，原始宗教 25％， 

プロテスタント 9％，イスラム教 1％ 

面  積 2万 6338km2（四国の約 1.4倍） 

１人当たり所得（GNI/人）460 米ドル（2009） 

 


